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詐欺に注意しましょう
サ ギ

【振り込め詐欺被害防止合言葉】▶現金は、本人にしか渡しません。▶振り込みません。知らない人の口座には。▶すぐ相談。電話で「お金」と言われたら。

平成30年（2018年）４月１日現在
前月比

人口 …… 89,212人 （＋98人）
男  …… 46,354人 （＋64人）
女  …… 42,858人 （＋34人）

世帯 …… 41,243世帯 （＋217世帯）

市の人口と世帯数 今月の主な内容
新庁舎および新スポーツ施設の整備に関する基本
構想を策定  ●❷
介護保険料の改定／国民健康保険税の改正  ❸
高齢者在宅福祉生活支援サービス／コミュニティ
・スクール  ●❹
民生委員・児童委員／八潮らしい街並み景観形
成支援補助制度  ●❺

おしらせHOTコーナー 
案内・催し・募集   ６～9
子育て情報コーナー／保健センターからのお知
らせ ●❿
各種無料相談／840伝言板  ●⓫

「やしお枝豆まつり」開催／やしお八つの野菜de健康
レシピ／ゴミゼロ運動／いきいきやしお写真館  ●⓬

新
小
学
校

１
年
生
学
校
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
４
月
９
日
㈪
に
市
内
の
小
学
校
１０
校
、
中
学
校
５
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
小
学
生
７０５
人
、
中

学
生
６９８
人
が
そ
れ
ぞ
れ
入
学
し
ま
し
た
。

　
各
小
学
校
で
は
、「
１
年
生
を
迎
え
る
会
」
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
初
め
て
食
べ
る
学
校
給
食
と

し
て
、「
１
ね
ん
せ
い
と
く
べ
つ
メ
ニ
ュ
ー
」
が
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
学
校
生
活
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

校長先生のあいさつの様子

先生の呼名に手を上げて返事をする新１年生 ６年生による歓迎（校歌の合唱）

１年生による合唱

おむすび（チキンピラフ）、てりや
きハンバーグ、ほしがたポテト、か
にたまロール、ブロッコリー、乳酸
菌飲料

３年生による１輪車、竹馬遊び

１年生を
迎える会
－潮止小学校－

入学式
－八幡小学校－

１ねんせいとくべつメニュー
（４月18日）

物
学
務
課
☎
奮
３
５
８
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施
設
建
設
ま
で

の
流
れ

庁
舎
建
設
　

　
基
本
構
想

新
庁
舎
の
考
え
方

　
「
こ
れ
か
ら
の
あ
る
べ
き
姿
」

と
し
て
、
基
本
理
念
と
５
つ
の
基

本
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。

基
本
理
念

　
「
共
生
・
協
働
」・「
安
全
・
安
心
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
し
、「
住

み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま
ち　

八
潮
」
を
実
現
す
る
た
め
の
拠
点

と
す
る
。

基
本
方
針

Ⅰ　
市
民
の
利
便
性
が
高
く
、
共

生
・
協
働
の
場
と
な
る
庁
舎

○
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
機
能

性
、
効
率
性
の
高
い
庁
舎

○
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
対

応
し
、
来
庁
者
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
庁
舎

○
市
民
が
集
い
、
共
に
活
動
で
き

る
場
と
し
て
の
庁
舎

Ⅱ　
ま
ち
づ
く
り
や
災
害
時
の
拠

点
と
な
る
、
安
全
・
安
心
な
庁
舎

○
防
災
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
庁
舎

○
多
機
能
で
、
み
ん
な
の
集
い
や

交
流
の
場
と
な
る
庁
舎

○
地
震
、
水
害
な
ど
の
災
害
に
強

い
庁
舎

Ⅲ　
機
能
的
で
働
き
や
す
く
、
環

境
に
や
さ
し
い
庁
舎

○
効
率
が
良
い
動
線
を
確
保
し
た

庁
舎

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
※
）

の
利
用
な
ど
環
境
負
荷
に
配
慮
し

た
庁
舎

※
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
…
太
陽
光
、

水
力
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
地
熱

な
ど
、
枯
渇
せ
ず
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と

○
自
然
環
境
を
活
か
し
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
実
現
す
る
庁
舎

Ⅳ　
将
来
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
庁
舎

○
効
率
的
・
経
済
的
な
庁
舎

○
高
度
情
報
化
や
多
様
な
ニ
ー
ズ

な
ど
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
庁
舎

Ⅴ　
八
潮
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る

庁
舎

○
八
潮
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
性
・
シ

ン
ボ
ル
性
な
ど
、
魅
力
の
あ
る
庁

舎庁
舎
と
し
て
必
要
な
機
能

①
市
民
サ
ー
ビ
ス
機
能

　
来
庁
者
な
ど
の
利
便
性
・
効
率

性
を
高
め
る
窓
口
体
制
や
安
全
・

安
心
に
利
用
で
き
る
庁
舎
機
能
な

ど
を
検
討
し
ま
す
。

②
共
生
・
協
働
機
能

　
市
民
同
士
の
交
流
の
場
、
集
い

の
場
の
整
備
や
市
の
魅
力
な
ど
情

報
発
信
の
場
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

③
防
災
拠
点
機
能

　
防
災
中
枢
拠
点
と
す
る
た
め
に
、

各
種
機
能
の
強
化
や
災
害
対
策
本

部
と
し
て
の
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

④
行
政
執
務
機
能

　
効
率
的
か
つ
円
滑
な
事
務
処
理

へ
の
対
応
や
良
好
な
執
務
環
境
の

維
持
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

⑤
議
会
機
能

　
議
会
機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き

る
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

⑥
環
境
に
配
慮
し
た
機
能

　
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設

・
設
備
の
導
入
の
検
討
や
、
良
好

な
景
観
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

⑦
そ
の
他
機
能

　
市
の
イ
メ
ー
ジ
・
魅
力
の
向
上

を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

そ
の
他
、
必
要
な
機
能

　
複
合
化
・
集
約
化
を
検
討
す
る

機
能
お
よ
び
利
便
機
能
を
含
む
民

間
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
基

本
計
画
に
お
い
て
検
討
し
ま
す
。

新
庁
舎
の
建
設
場
所

　
耐
震
性
の
早
期
確
保
お
よ
び
目

指
す
べ
き
都
市
構
造
・
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
の
考
え
か
ら
、「
現

庁
舎
敷
地
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア

が
新
庁
舎
の
候
補
地
と
し
て
、
現

時
点
で
は
望
ま
し
い
」
と
し
て
い

ま
す
。

お
お
む
ね
の
規
模
、
事
業
費

　
新
庁
舎
の
規
模
は
、
国
の
基
準

や
他
市
の
事
例
を
参
考
に
庁
舎
単

体
と
し
て
延
床
面
積
１
万
１
２
３

１
平
方
メ
ー
ト
ル
～
１
万
５
１
５

６
平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
と
想
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
費
は
、

近
年
の
建
設
需
要
や
工
事
費
の
高

騰
、
他
自
治
体
の
事
例
か
ら
、
５１

億
円
～
６９
億
円
程
度
と
想
定
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
具
体
的
に
検
討
す
る
事
項

　
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
必

要
な
機
能
・
事
業
手
法
や
事
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
具
体
的
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

新
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
整
備
基
本
構
想

新
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
考
え
方

　
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

に
あ
た
り
、
基
本
理
念
と
基
本
方

針
な
ど
を
ま
と
め
ま
し
た
。

基
本
理
念

　
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る　
多
世
代
の

交
流
や
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て　
市

民
の
健
康
づ
く
り
と
人
づ
く
り
を

支
え
る　
安
全
で
快
適
な
ス
ポ
ー

ツ
拠
点
の
創
造

基
本
方
針

①
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

ふ
さ
わ
し
い
機
能
を
有
す
る
こ
と

○
多
種
・
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
と
と
も
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
で
き
る
機
能

○
大
規
模
な
大
会
な
ど
が
開
催
で

き
る
規
模
・
量
を
備
え
た
機
能

○
各
種
大
会
の
開
催
な
ど
が
円
滑

に
行
え
る
、
体
育
室
や
本
部
室
な

ど
の
諸
室
の
機
能

○
観
客
席
や
駐
車
場
の
充
実
な
ど
、

「
み
る
」
ス
ポ
ー
ツ
に
対
応
で
き

る
機
能

○
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
情
報
な
ど

が
収
集
・
発
信
で
き
る
機
能

②
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
多
世
代
の
交

流
や
人
材
の
育
成
な
ど
が
図
ら
れ

る
機
能
を
有
す
る
こ
と

○
誰
も
が
気
軽
に
体
を
動
か
し
健

康
増
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
機

能○
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
を
広
げ
る
た

め
の
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
開

催
で
き
る
機
能

○
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
や
指
導
者

の
育
成
が
で
き
る
機
能

○
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
の
活

動
が
行
え
る
機
能

③
災
害
時
に
必
要
と
な
る
機
能
や
、

経
済
的
か
つ
快
適
性
の
高
い
機
能

を
有
す
る
こ
と

○
耐
震
性
が
高
く
、
災
害
時
の
防

災
拠
点
と
し
て
運
営
で
き
る
機
能

○
太
陽
光
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
生
か
し
た
機
能

○
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
十

分
配
慮
し
た
設
備
・
サ
イ
ン
な
ど

の
機
能

○
空
調
機
器
、
シ
ャ
ワ
ー
、
更
衣

室
な
ど
の
設
備
が
充
実
し
た
機
能

○
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
・
柔
軟
性
に

優
れ
た
施
設
・
設
備
の
機
能

建
設
候
補
地

　
市
全
体
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

の
考
え
方
や
整
備
に
か
か
る
費
用

負
担
が
市
の
財
政
に
与
え
る
影
響

な
ど
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
結
果
、

「
み
ど
り
の
広
場
（
※
）
お
よ
び

そ
の
周
辺
が
望
ま
し
い
」
と
し
て

い
ま
す
。

※
み
ど
り
の
広
場
…
や
し
お
生
涯
楽

習
館
南
側
の
広
場

お
お
む
ね
の
規
模

　
「
八
潮
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
は
人
口
の
将
来
推
計

や
年
齢
構
成
な
ど
を
踏
ま
え
、
今

後
３０
年
か
け
て
１
つ
の
施
設
に
集

約
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
、「
財
政
的
な
制

約
が
あ
る
な
か
で
適
切
な
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
総
量
の
適
正
化
を

図
り
、
適
切
な
範
囲
内
で
総
量
を

抑
制
す
る
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
集
約
す
る
際
は
既
存
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
、
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
お
よ

び
ゆ
ま
に
て
体
育
室
）
を
合
計
し

た
面
積
を
基
準
と
し
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
具
体
的
に
検
討
す
る
事
項

　
新
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
市
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
庁
舎
の
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
据
え
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。

　
市
役
所
庁
舎
（
本
庁
舎
棟
・
議
会
棟
・
別
館
庁
舎
棟
）
と
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
耐
震
診
断
調
査
の
結
果
、
震
度
６
、
７
の
大
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
建
物
の
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
両
施
設
の
建
て
替
え
を
優
先
的
に
取
り
組
む
事
業
と
し
て
位
置
付
け
、
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
度
、
整
備
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
課
☎
奮
８
４
５

新
庁
舎
お
よ
び
新
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
関
す
る
基
本
構
想
を
策
定

建
設
工
事

基
本
構
想

基
本
的
な
考
え
方
を
整
理
し

た
も
の

現
在
、「
基
本
構
想
」の
段
階
で

す
。

基
本
計
画

具
体
的
な
考
え
方
を
整
理
し
、

そ
の
後
の
基
本
設
計
に
反
映

す
べ
き
事
項
と
な
る
も
の

基
本
設
計

平
面
・
立
面
・
断
面
な
ど
の

基
本
的
な
図
面
と
し
て
ま
と

め
た
も
の実

施
設
計

工
事
を
行
う
た
め
に
、
材
料

・
寸
法
・
数
量
・
費
用
・
建

物
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
詳
細

な
図
面
積
算
と
し
て
ま
と
め

た
も
の

⇦⇦⇦⇦
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主
な
改
正
点

①
医
療
給
付
費
分
の
課
税
方
式

　
医
療
給
付
費
分
に
お
い
て
、
固

定
資
産
税
額
に
応
じ
て
課
税
さ
れ

る
「
資
産
割
額
」
と
、
１
世
帯
に

つ
き
課
税
さ
れ
る
「
平
等
割
額
」

が
な
く
な
り
、
所
得
金
額
に
応
じ

て
課
税
さ
れ
る
「
所
得
割
額
」
と
、

被
保
険
者
１
人
に
つ
き
課
税
さ
れ

る
「
均
等
割
額
」
の
み
に
な
り
ま

し
た
。

②
税
率
等
（
所
得
割
率
・
均
等
割

額
）

　
介
護
納
付
金
分
の
均
等
割
額
を

除
く
、
す
べ
て
の
所
得
割
率
お
よ

び
均
等
割
額
が
変
わ
り
ま
し
た
。

③
課
税
限
度
額

　
課
税
限
度
額
は
、
医
療
給
付
費

分
が
５４
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
分
が
１９
万
円
、
介
護
納
付
金

分
が
１６
万
円
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
改
正
前
の
税
率
等
と
の
比
較
は

表
１
の
と
お
り
で
す
。

④
税
の
軽
減
措
置
の
拡
充

　
一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
に
つ

い
て
は
、
均
等
割
額
が
表
２
の
と

お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
３０
年
度
か
ら
都
道
府
県
と
市
町
村
の
共
同
運
営
に
よ
る
「
国
保
の
広
域
化
」
が
ス
タ

ー
ト
し
た
こ
と
に
伴
い
、
県
が
定
め
た
「
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
」
や
「
標
準
保

険
税
率
」
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
税
を
改
正
し
ま
し
た
。

物
国
保
年
金
課
☎
奮
８
３
４

表 １ 　税率等比較一覧表
課税区分 算定区分 改正前

（Ｈ２９）
改正後
（Ｈ３０）

標準保険税率
※

医療給付費分

所得割率 ６．６％ ７．３％ ６．７４％ 

資産割率 ２０．０％ 廃止 ― 

均等割額（ １ 人当たり） １４，０００円 ２８，０００円 ３８，３１２円 

平等割額（ １ 世帯当たり） ２３，０００円 廃止 ― 

課税限度額（ １ 世帯の限度額） ５１万円 ５４万円 ５４万円 

後期高齢者
支援金等分

所得割率 ２．６％ ２．２％ ２．２４％ 

均等割額（ １ 人当たり） １１，０００円 １３，０００円 １２，６９１円 

課税限度額（ １ 世帯の限度額） １４万円 １９万円 １９万円 

介護納付金分
（４０歳から６４歳
までの方のみ）

所得割率 １．４％ ２．０％ ２．０３％ 

均等割額（ １ 人当たり） １０，０００円 １０，０００円 １５，１２３円 

課税限度額（ １ 世帯の限度額） １２万円 １６万円 １６万円 

※標準保険税率は、県が示した八潮市の標準保険税率です。これは県が市町村ごとに毎年算定する
医療費水準、年齢構成、所得水準などを考慮した国民健康保険税の標準的な税率です。

表 ２ 　軽減措置の対象
軽減割合 軽減判定基準所得額

７ 割 ３３万円以下

５ 割 ３３万円＋（２７．５万円×被保
険者数等）以下

２ 割 ３３万円＋（５０万円×被保険
者数等）以下

表 ３ 　国民健康保険税額の比較（モデルケース）
モデル世帯の条件 改正前(Ｈ２９) 改正後(Ｈ３０)

例 １
６５歳単身世帯
年金収入２２０万円（所得１００万円）
固定資産なし

１０９,６００円 １０４,６００円

例 ２
６５歳夫婦の ２ 人世帯
年金収入２７０万円（所得１５０万円）
固定資産なし

１８０,６００円 １９３,１００円

例 ３
４０歳夫婦と子ども ２ 人の ４ 人世帯
給与収入約４４０万円（所得３００万円）
固定資産税額 ５ 万円

４３５,９００円 ４９１,０００円

国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

　
市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
費
用
を
も
と
に
「
基
準
額
」
を

算
出
し
、
本
人
と
世
帯
の
住
民
税

の
課
税
状
況
や
所
得
に
応
じ
た
負

担
に
な
る
よ
う
に
、
表
１
の
と
お

り
１０
段
階
に
分
け
て
介
護
保
険
料

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

※
基
準
額
…
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
総
費
用
に
６５
歳
以
上
の
方
の

負
担
分
２３
パ
ー
セ
ン
ト
を
か
け
、

市
内
に
住
む
６５
歳
以
上
の
方
の
人

数
で
割
っ
た
額

　
な
お
、
介
護
保
険
料
の
個
別
通

知
書
は
、
６
月
中
旬
に
郵
送
し
ま

す
。

※
４０
歳
か
ら
６４
歳
ま
で
の
方
の
保

険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保

険
の
算
定
方
式
を
基
本
と
し
て
決

め
ら
れ
ま
す
。

介
護
保
険
の
財
源

　
介
護
保
険
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

る
「
介
護
保
険
料
」
と
、
国
・
県

・
市
が
負
担
す
る
「
公
費
」
を
財

源
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
割
合
は
表
２
の
と
お
り
で

す
。

　
介
護
保
険
は
そ
れ
ぞ
れ
が
負
担

し
あ
い
、
社
会
全
体
で
制
度
を
支

え
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
改
定

６５
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料

40～64歳の
方の保険料

表２　介護保険の財源（利用者負担は除く）

公
費50％

介
護

保
険
料

23％

27％

この分を
65歳以上の
皆さんで
負担します

所得段階 対象者 保険料年額（100円未満切り捨て）

第１段階

・生活保護を受給している方
・世帯全員が住民税非課税で、本人が老齢福祉年金を受給
している方
・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税
年金収入額が８０万円以下の方

２６，０００円（基準額×０．４５）

第２段階 ・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税
年金収入額が８０万円超１２０万円以下の方 ３７，６００円（基準額×０．６５）

第３段階 ・世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税
年金収入額が１２０万円を超える方 ４３，４００円（基準額×０．７５）

第４段階
・世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税
非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が８０万
円以下の方

５２，１００円（基準額×０．９０）

第５段階
・世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税
非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が８０万
円を超える方

５７，９００円（基準額）

第６段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万円
未満の方 ６９，４００円（基準額×１．２０）

第７段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が１２０万円
以上２００万円未満の方 ７２，３００円（基準額×１．２５）

第８段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が２００万円
以上３００万円未満の方 ８６，８００円（基準額×１．５０）

第９段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が３００万円
以上４００万円未満の方 ９２，６００円（基準額×１．６０）

第１０段階 ・本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が４００万円
以上の方 １０１，３００円（基準額×１．７５）

・老齢福祉年金　明治４４年（１９１１年） ４月 １日以前に生まれた方、または大正 ５年（１９１６年） ４月 １日以
前に生まれた方で一定の要件を満たしている方が受けている年金です。
・合計所得金額　「収入」から「必要経費など」を控除した額です。平成３０年 ４ 月以降は、さらに「年金
収入に係る所得額」（第 １～第 ５段階のみ）と「長期譲渡所得および短期譲渡所得に係る特別控除額」を
控除した額となります。

表 1　所得段階別介護保険料

八潮市の平成３0年度から
３年間の介護保険料の基準額 57,900円（年額）（改定前　57,３00円）

　
表
１
を
も
と
に
計
算
さ
れ
た
国

民
健
康
保
険
税
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
国
保
年
金
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

物
長
寿
介
護
課
☎
奮
４
４
３

　
新
た
に
策
定
さ
れ
た
第
７
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平

成
３０
年
度
か
ら
３
年
間
）
に
基
づ
き
、
安
定
し
た
介
護
保
険
事
業
を
行
う
た
め
、
介
護
保
険

料
を
改
定
し
ま
し
た
。
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シ
ー
ル
を
配
布
す
る
。
見
守
り
シ

ー
ル
を
衣
服
な
ど
に
貼
り
、
高
齢

者
が
徘
徊
し
た
場
合
に
、
発
見
者

が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と

で
、
同
居
家
族
と
発
見
者
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
伝
言
板
を
通
じ

て
連
絡
を
取
り
合
う
。

沸
無
料
※
伝
言
板
へ
の
通
信
に
か

か
る
費
用
な
ど
は
利
用
者
負
担

家
具
転
倒
防
止
器
具
等
取

付
サ
ー
ビ
ス

覆
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
生
計
中

心
者
の
平
成
30
年
度
の
住
民
税
が

非
課
税

・
家
具
転
倒
防
止
器
具
な
ど
を
取

り
付
け
ら
れ
る
方
が
い
な
い
世
帯

・
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
で
構

成
さ
れ
る
世
帯

①
６５
歳
以
上
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
を

有
す
る
方

③
療
育
手
帳
Ⓐ
～
Ｂ
を
有
す
る
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
を
有
す
る
方

※
②
～
④
に
該
当
す
る
世
帯
は
、

障
が
い
福
祉
課
（
☎
焚
４
２
８
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

淵
地
震
な
ど
に
よ
っ
て
家
具
が
転

倒
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
家
具

の
転
倒
防
止
器
具
な
ど
の
取
り
付

け
を
行
う
。

沸
無
料

配
食
・
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス

覆
市
内
に
住
所
を
有
す
る
６５
歳
以

上
で
、
安
否
の
確
認
が
必
要
で
日

常
的
に
食
事
の
用
意
が
困
難
で
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方①
一
人
暮
ら
し
の
方

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど

淵
昼
食
ま
た
は
夕
食
の
い
ず
れ
か

を
自
宅
へ
届
け
る
と
と
も
に
、
利

用
者
の
安
否
の
確
認
。

利
用
回
数

　
１
週
間
に
最
大
６
回
ま
で
（
利

用
者
の
状
況
に
よ
り
回
数
を
決

定
）

食
事
内
容

　
普
通
食
に
加
え
、
病
気
療
養
中

な
ど
で
、
栄
養
価
の
調
整
が
必
要

な
方
に
は
カ
ロ
リ
ー
や
塩
分
を
調

整
し
た
食
事
を
配
食
す
る

沸
１
食
３５０
円

紙
お
む
つ
の
給
付
サ
ー
ビ
ス

覆
市
内
に
住
所
を
有
す
る
６５
歳
以

上
で
、
要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認

定
さ
れ
た
方
な
ど

淵
毎
月
中
旬
に
、
必
要
と
す
る
紙

お
む
つ
１
種
類
を
決
め
ら
れ
た
枚

数
分
自
宅
へ
届
け
る
。

沸
無
料

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

覆
市
内
に
住
所
を
有
す
る
６５
歳
以

上
で
、
要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認

定
さ
れ
た
方
（
寝
具
の
手
入
れ
が

で
き
る
方
が
同
居
の
場
合
は
対
象

外
）

淵
寝
具
の
乾
燥
殺
菌
（
４
月
・
１0

月
）
お
よ
び
丸
洗
い
殺
菌
（
７
月

・
１
月
）

沸
無
料訪

問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

覆
市
内
に
住
所
を
有
す
る
６５
歳
以

上
で
、
要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認

定
さ
れ
た
方

淵
理
容
師
ま
た
は
美
容
師
が
自
宅

を
訪
問
し
、
カ
ッ
ト
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
。

沸
無
料

高
齢
者
居
室
等
整
備
資
金

融
資
制
度

覆
市
内
に
引
き
続
き
２
年
以
上
住

所
を
有
す
る
方
で
、
６0
歳
以
上
の

親
族
と
同
居
し
て
い
る
方
な
ど

淵
居
室
、
浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の

増
改
築
ま
た
は
改
造
工
事
を
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
の
融
資
。

高
齢
者
世
帯
等
住
み
替
え

住
宅
家
賃
助
成
制
度

覆
転
居
後
の
住
宅
に
係
る
賃
貸
借

契
約
の
開
始
日
か
ら
２
年
以
内
で
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯

①
民
間
賃
貸
住
宅
の
取
り
壊
し
な

ど
に
よ
り
民
間
賃
貸
住
宅
へ
転
居

す
る
世
帯

②
市
内
に
引
き
続
き
２
年
以
上
住

所
を
有
す
る
６５
歳
以
上
の
方
の
み

の
世
帯

③
生
計
中
心
者
の
当
該
年
度
分
の

住
民
税
が
非
課
税

④
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
世

帯淵
民
間
賃
貸
住
宅
へ
転
居
す
る
高

齢
者
に
対
し
、
転
居
前
後
の
家
賃

覆
市
内
に
住
所
を
有
す
る
６５
歳
以

上
で
、
一
人
暮
ら
し
で
虚
弱
な
方

や
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
世

帯
員
が
虚
弱
な
方
な
ど

淵
緊
急
通
報
端
末
機
お
よ
び
ペ
ン

ダ
ン
ト
型
無
線
発
信
機
を
貸
与
し
、

急
病
な
ど
で
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を

押
す
と
、
受
付
セ
ン
タ
ー
か
ら
消

防
署
に
通
報
が
入
り
、
迅
速
な
救

急
活
動
を
行
う
。

沸
機
器
の
貸
与
は
無
料
※
回
線
使

用
料
な
ど
は
利
用
者
負
担

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布

覆
健
康
に
不
安
が
あ
り
、
６５
歳
以

上
で
一
人
暮
ら
し
の
方
や
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
方
な
ど

淵
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
入
れ

た
医
療
情
報
を
参
考
に
、
救
急
隊

員
が
適
切
な
対
応
を
行
う
。

沸
無
料

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス

覆
徘
徊
の
症
状
が
見
ら
れ
る
認
知

症
高
齢
者
を
介
護
す
る
同
居
家
族

①
発
信
装
置
に
よ
る
位
置
探
索
シ

ス
テ
ム

淵
位
置
探
索
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

徘
徊
高
齢
者
の
早
期
発
見
に
つ
な

げ
る
。

沸
毎
月
の
利
用
料
は
市
が
負
担
、

利
用
開
始
に
係
る
費
用
は
利
用
者

負
担

②
見
守
り
シ
ー
ル

淵
家
族
な
ど
が
登
録
し
た
情
報
を

携
帯
電
話
な
ど
で
読
み
取
れ
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
た
見
守
り

　
在
宅
の
生
活
に
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
と
、
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
高
齢
者
在
宅
福
祉
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物
長
寿
介
護
課
☎
奮
４
４
８

　
平
成
３０
年
度
か
ら
、
市
内
全
小
中
学
校
に
学
校
運
営
協
議
会

が
設
置
さ
れ
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
が
始
ま
り
ま
す
。

物
学
務
課
☎
奮
３
７
８

の
差
額
３
万
円
を
限
度
に
助
成
。

日
常
生
活
用
具
給
付
等
サ

ー
ビ
ス

覆
市
内
に
住
所
を
有
す
る
６５
歳
以

上
で
一
人
暮
ら
し
の
方
な
ど

淵
火
災
警
報
器
、
電
磁
調
理
器
な

ど
の
給
付
ま
た
は
貸
与
。

沸
所
得
税
課
税
状
況
に
よ
り
無
料

～
全
額
負
担
の
７
階
層

介
護
マ
ー
ク
の
配
布

覆
認
知
症
高
齢
者
や
要
介
護
者
な

ど
の
介
護
を
し
て
い
る
方

淵
介
護
者
が
公
衆
ト
イ
レ
に
付
き

添
う
と
き
や
、
男
性
介
護
者
が
女

性
用
衣
服
を
購
入
す
る
と
き
な
ど

に
、
介
護
中
で
あ
る
こ
と
を
周
囲

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
「
介

護
マ
ー
ク
」
を
配
布
。

沸
無
料

　
こ
れ
ら
は
、
在
宅
で
生
活
し
て

い
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
病

院
に
入
院
中
の
方
や
介
護
保
険
施

設
な
ど
に
入
所
中
の
方
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。�

�
　
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
申
し
込
み
や

詳
し
い
内
容
は
、
長
寿
介
護
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
在
宅
福
祉
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

緊
急
時
通
報
シ
ス
テ
ム

　
学
校
運
営
協
議
会
が
設
置
さ
れ

て
い
る
学
校
の
こ
と
を
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
い
い
ま

す
。

　
平
成
２９
年
４
月
に
「
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
」
が
改
正
さ
れ
、「
教
育
委

員
会
は
、
学
校
ご
と
に
学
校
運
営

協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
」
が
努

力
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本

市
で
も
平
成
30
年
度
か
ら
導
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
運
営
協
議
会

　
保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
委
員

と
な
り
、
学
校
の
運
営
方
針
や
さ

ま
ざ
な
ま
課
題
を
協
議
す
る
機
関

で
す
。

　
本
市
で
は
、
委
員
の
人
数
を
１0

人
以
内
と
定
め
、
対
象
学
校
の
校

長
の
推
薦
に
よ
り
教
育
委
員
会
が

任
命
し
ま
す
。

※
よ
り
一
層
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
の「
学
校
評
議
員
制
度
」

か
ら
「
学
校
運
営
協
議
会
制
度
」

へ
と
変
更
に
な
り
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会
の
主
な
役
割

○
校
長
が
作
成
す
る
学
校
運
営
の

基
本
方
針
を
承
認
す
る
。

○
学
校
運
営
に
関
す
る
意
見
を
教

育
委
員
会
ま
た
は
校
長
に
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。

○
教
職
員
の
任
用
に
関
し
て
、
教

育
委
員
会
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
（
た
だ
し
、
個
人
を
特

定
し
た
意
見
を
除
く
）。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

導
入
の
効
果
な
ど

　
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
意
見

を
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
た
ち
の
力
で
学
校

を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
こ
う

と
す
る
当
事
者
意
識
が
高
ま
り
、

継
続
的
・
持
続
的
に
「
地
域
と
と

も
に
あ
る
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
」
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
」
を
進
め
る
た
め
の
有
効
な
手

段
と
な
り
ま
す
。

　
学
校
運
営
協
議
会
は
、
原
則
公

開
と
な
り
ま
す
。
日
程
な
ど
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
各
学
校
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

介護マーク

見守りシール見本

学校運営協議会の様子
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■
対
象
住
宅

　
申
込
資
格
を
満
た
す
方
で
、「
家

づ
く
り
補
助
基
準
」
に
基
づ
き
、

新
築
工
事
を
行
う
個
人
住
宅

■
対
象
地
域

　
用
途
地
域
が
、
第
一
種
中
高
層

住
居
専
用
地
域
、
第
一
種
住
居
地

域
、
第
二
種
住
居
地
域
、
準
住
居

地
域
、
準
工
業
地
域

■
対
象
工
事

○
「
家
づ
く
り
補
助
基
準
」
に
適

合
（
全
20
項
目
）

○
一
定
の
居
住
機
能
（
玄
関
、
台

所
、
便
所
、
浴
槽
）
が
完
備

○
敷
地
面
積
が
１００
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
か
つ
５００
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

○
請
負
金
額
が
１
０
０
０
万
円
以

上（
消
費
税
を
除
く
）の
工
事 （
た

だ
し
、
カ
ー
ポ
ー
ト
、
物
置
倉
庫

な
ど
の
費
用
は
除
く
）

■
補
助
金
額
・
補
助
件
数

　
１００
万
円
（
１
件
分
）

※
対
象
工
事
が
決
定
次
第
締
め
切

り■
申
込
資
格

○
申
込
日
現
在
、
市
に
１
年
以
上

住
所
を
有
し
、
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
ま
た
は
市
内
の
土
地
区

画
整
理
事
業
で
公
売
中
の
保
留
地

を
購
入
し
た
方

○
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
、
工

事
を
着
手
し
て
い
な
い
方

○
工
事
完
了
後
に
一
定
期
間
、
住

宅
を
公
開
で
き
る
方
な
ど

■
申
込
方
法

　
１2
月
７
日
ま
で
に
、
所
定
の
申

請
用
紙
（
都
市
計
画
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）
な
ど
を

都
市
計
画
課
窓
口
へ（
郵
送
不
可
）

※
家
づ
く
り
補
助
基
準
や
申
込
資

格
な
ど
、
詳
し
く
は
都
市
計
画
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
５０
年
、
１００
年
先
を
見
据
え
、
地
域
に
根
ざ
し
た
八
潮
ら
し
い
街
並
み
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
や
し
お
家

づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
マ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
に
基
づ
い
た
住
宅
を
建
築
す
る
方
に
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

  
 

物
都
市
計
画
課
☎
奮
３
４
６  

◆家づくり補助基準の主な具体例玄関には、庇
ひさし

や
軒下の空間を設
け、鉢植えなど
を配置する。

通りから見える
箇所には、中高
木を植える。

屋外設備（室外
機）などを通りか
ら見えにくい箇
所に設置する。

舗装材の素材な
どに配慮する。

屋根は、街並みの
連続性を感じさせ
る切

きり

妻
つま

や寄
よせ

棟
むね

など
の傾斜屋根とする。

道路に面した外壁
には見附面積の２０
パーセント以上に
自然素材を用いる。

住宅のアクセント
として、道路に面
した１階部分に軒先
または庇を設ける。

八
潮
ら
し
い
街
並
み
景
観

�

形
成
支
援
補
助
制
度
に
つ
い
て縁側やテラスなど

を設置する。垣・柵などは、高さを１．２
メートル以下、接道部で
は長さを接道長の２分の１
以下とする。

　
ま
た
、
民
生
委
員
は
守
秘
義
務

が
あ
り
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど
が

他
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
安
心
し
て
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
問

題
解
決
の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
同
じ
立

場
で
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
に

向
け
て
適
切
な
機
関
へ
と
つ
な
ぐ

重
要
な
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。

　
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る
地

域
を
目
指
し
、
近
年
増
加
し
て
い

る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り

や
児
童
へ
の
声
か
け
な
ど
、
地
域

に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。相

談
し
た
い
と
き

　

　
民
生
委
員
に
は
、
住
所
に
よ
り

担
当
地
区
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
社
会
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

八
潮
市
八
条
地
区
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会

�

会
長　
大お

お

久く

保ぼ　
誠ま

こ
と

さ
ん

　
民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
厚
生
労
働
大

臣
に
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
特
別
職

の
地
方
公
務
員
で
す
。
児
童
福
祉

法
に
基
づ
き
「
児
童
委
員
」
を
兼

ね
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
市
内
で

は
、
３
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
に
分
か
れ
、
現
在
１１7

人
の
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
役
割

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
本
質

は
、
信
頼
関
係
を
基
礎
に
成
立
す

る
、
地
域
福
祉
を
担
う
「
行
政
委

嘱
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
。

　
５
月
１２
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
日
常
生
活
で
困
っ
た
こ
と
や
、
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
、
行
政
や
関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ
役
を
果
た
す
な
ど
地
域
の
頼
れ
る
存
在
で
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
制
度
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

物
社
会
福
祉
課
☎
奮
３
１
６

●
活
動
状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
見
守
り

や
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
悩
み
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
児

童
虐
待
、
青
少
年
問
題
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
対
し
て
必
要
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
、

や
し
お
市
民
ま
つ
り
、
高
齢
者
と

障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

●
活
動
を
振
り
返
っ
て
印
象
に
残

っ
て
い
る
出
来
事
は
あ
り
ま
す
か
。

　
私
が
見
守
り
を
し
て
い
る
方
が
、

夜
間
、
外
出
を
し
た
時
、
ご
自
宅

が
わ
か
ら
な
く
な
り
帰
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
警
察
に
保
護
さ
れ
ご
自
宅
に

送
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
の
、
家
の

鍵
を
ど
こ
へ
し
ま
っ
た
か
忘
れ
て

し
ま
い
、
な
か
な
か
ご
自
宅
に
入

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
鍵
の
場
所
を
思
い
出
し
、

家
に
入
る
こ
と
が
出
来
た
と
き
、

私
も
ほ
っ
と
安
心
し
た
こ
と
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

●
活
動
時
に
心
が
け
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

　
見
守
り
な
ど
の
活
動
時
に
、
相

手
の
方
に
対
し
常
に
優
し
く
、
思

い
や
り
を
持
っ
て
お
声
が
け
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
普
段
の
何
気
な
い
会
話

か
ら
、
火
の
取
り
扱
い
や
詐
欺
被

害
の
防
止
ま
で
分
か
り
や
す
く
お

伝
え
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

●
市
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
域
の
民
生
委
員
と
し
て
、
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
子
ど

も
た
ち
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
皆
さ

ん
が
不
安
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
と
き
、
ご
相
談
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
町
会
や
市
役
所
、

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連
携
し

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
活
動
を
充

実
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

民
生
委
員・児
童
委
員

身
近
な
民
生
委
員
へ
ご
相
談
を
！

お気軽に
ご相談
ください

⬇

いつもと様子が違
って元気がないな、
心配だな。

気になることが
あったら、市役
所などの関係機
関に連絡します。

高齢者などのお
住まいを訪問す
るなどして見守
りをします。

民生委員活動の一例 民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
は

何かお困り
のことはあ
りますか？



（6）No.810広報 平成30年（2018年）5月10日

八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

　４月１８日㈬、八潮市と山梨県笛吹市は「災害時における相互
応援に関する協定」を締結しました。
　この協定は、災害発生時に被災市だけでは十分な災害対応が
できない場合、食料・飲料水や生活必需品の提供、救援活動お
よび災害復興のための職員の派遣、被災住民の一時受け入れな
どに関し、相互応援を迅速かつ円滑にすることにより、市民の

災害時における相互応援に関する協定

物危機管理防災課☎焚３０５

安全を確保することを
目的としています。
　今後も八潮市では、
災害対策を強化するた
めに、自治体や民間事
業者などと災害協定の
締結を積極的に進めて
いきます。

　工業の振興に向け、基金による支援を行います。
覆次のすべてに該当する方
▼市内で引き続き１年以上事業を営んでいる中小企業の方
▼申込日現在、市税の滞納がない方
▼他の制度による助成を受けていない方
▼平成３１年２月末日までに研究事業の完了、認証取得、新製品の開発、機械
装置などの購入または修繕が見込まれる方
対象事業
●産学官共同研究事業
　市内の中小企業が新製品開発などのため、大学などと共同研究
●国際規格等認証取得事業
　市内の中小企業がISO９００１・１４００１およびエコアクション２１の認証を新規
取得
●工業新製品開発事業
　市内の中小企業が行う一定の工業新製品開発
●経営革新計画承認企業などが行う機械装置などの購入・修繕事業
　機械装置、工具器具の購入または修繕費
補助額
●産学官共同研究事業、ISO認証取得事業、工業新製品開発事業
　経費のうち、２分の１に相当する額（１００円未満切り捨て、限度額３０万円）
●エコアクション２１認証取得事業、経営革新計画承認企業などが行う機械装
置などの購入・修繕事業
　経費のうち、２分の１に相当する額（１００円未満切り捨て、限度額１０万円）
仏５月１４日から６月２９日までに、商工観光課（☎焚３８４）へ
※予算枠に達し次第締め切り

市工業振興基金を活用した支援制度

案
内
案
内

会
議
の
開
催

●
第
１
回
八
潮
市
高
齢
者
福
祉
施
設
や
し

お
苑
運
営
委
員
会
の
傍
聴

腹
５
月
１６
日
㈬　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

複
別
館
Ｂ
会
議
室　

淵
八
潮
市
高
齢
者
福
祉
施
設
や
し
お
苑
運

営
委
員
会
平
成
２９
年
度
事
業
報
告
に
つ
い

て払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
７

●
八
潮
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

の
傍
聴

腹
５
月
２９
日
㈫　
午
後
１
時
３０
分
～
２
時

３０
分

複
保
健
セ
ン
タ
ー　

淵
平
成
２９
年
度
保
健
セ
ン
タ
ー
事
業
実
績

報
告
・
平
成
３０
年
度
保
健
セ
ン
タ
ー
事
業

計
画
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
健
康
増
進
課
☎
９９５
・
３
３
８
１

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

一
時
利
用
停
止

　
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一

時
停
止
し
ま
す
。

腹
６
月
１０
日
㈰　
午
後
６
時
～
１１
時

物
住
民
票
・
印
鑑
証
明
・
戸
籍
関
係
＝
市

民
課
☎
焚
４
１
１
、
課
税
所
得
証
明
・
非

課
税
証
明
関
連
＝
市
民
税
課
☎
焚
２
０
６

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
全
国

一
斉
情
報
伝
達
試
験
放
送

　
国
か
ら
の
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊

急
情
報
を
伝
達
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
、
市
の
防

災
行
政
無
線
の
連
動
を
確
認
す
る
た
め
、

試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

腹
５
月
１６
日
㈬　
午
前
１１
時
頃

淵
▼
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
▼
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
（
３
回
）
▼

こ
ち
ら
は
、
防
災
や
し
お
で
す
▼
防
災
行

政
無
線
チ
ャ
イ
ム

※
災
害
や
天
候
な
ど
に
よ
り
、
試
験
放
送

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

物
危
機
管
理
防
災
課
☎
焚
３
０
５

平
成
３０
年
工
業
統
計
調
査

　
平
成
３０
年
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者

４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象

に
、
６
月
１
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
、
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
、
国
お
よ
び
地
方
行
政
施
策

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ

総
合
相
談
の
開
催

腹
５
月
１８
日
㈮　
午
後
１
時
２０
分
～
４
時

※
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
の
み
電
話
予

約
制
＝
５
月
１６
日
㈬　
午
前
９
時
～

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

淵
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、

弁
護
士
・
税
理
士
・
行
政
相
談
委
員
・
宅

地
建
物
取
引
士
・
行
政
書
士
・
司
法
書
士

が
相
談
内
容
別
に
対
応

沸
無
料

物
秘
書
広
報
課
☎
焚
３
７
３

ま
す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
県
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
、
調
査
票

の
配
布
に
お
伺
い
し
ま
す
。

物
企
画
経
営
課
☎
焚
２
３
３

不
育
症
検
査
費
の
助
成

　
不
育
症
検
査
費
用
の
一
部
助
成
を
開
始

し
ま
す
。

覆
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
▼
医
師
に

不
育
症
と
判
断
さ
れ
た
方
な
ど
▼
申
請
時

に
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で
、

双
方
ま
た
は
一
方
が
市
内
に
住
民
登
録
が

あ
る
方
▼
不
育
症
検
査
開
始
時
に
妻
の
年

齢
が
４３
歳
未
満
の
夫
婦

対
象
と
な
る
検
査　

▼
指
定
医
療
機
関

（
都
道
府
県
な
ど
の
長
が
指
定
す
る
特
定

不
妊
治
療
を
実
施
す
る
医
療
機
関
）
の
医

師
ま
た
は
県
が
公
表
す
る
助
成
対
象
医
療

機
関
の
医
師
が
必
要
と
認
め
る
不
育
症
の

リ
ス
ク
因
子
の
検
査
▼
夫
婦
共
に
受
け
た

検
査
ま
た
は
妻
の
み
が
受
け
た
検
査
（
医

療
保
険
適
用
、
適
用
外
を
問
わ
な
い
）
▼

検
査
開
始
か
ら
終
了
ま
で
１
年
以
内
に
実

施
し
た
検
査

助
成
金
額　
２
万
円
（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）
を
上
限
と
し
、
夫
婦
１
組
に
つ
き
１

回
ま
で

※
助
成
金
申
請
の
必
要
書
類
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

５
月
３１
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　
タ
バ
コ
は
個
人
の
嗜し

好こ
う

品
で
す
が
、
が

ん
や
生
活
習
慣
病
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

の
危
険
因
子
で
あ
る
こ
と
が
、
科
学
的
に

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
タ
バ
コ
の

煙
の
害
は
、
受
動
喫
煙
と
し
て
タ
バ
コ
を

吸
わ
な
い
周
り
の
人
に
も
お
よ
び
ま
す
。

　
タ
バ
コ
を
吸
う
方
も
吸
わ
な
い
方
も
こ

の
機
会
に
「
タ
バ
コ
と
健
康
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
禁
煙
に
関
す
る
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

中
小
企
業
不
況
対
策
融
資
制
度

　

不
況
時
に
お
け
る
特
別
措
置
と
し
て
、

中
小
企
業
の
方
を
対
象
に
経
営
の
安
定
の

た
め
に
必
要
な
資
金
の
融
資
の
あ
っ
せ
ん

を
行
い
ま
す
。

覆
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
▼
最
近
３

カ
月
の
月
平
均
売
上
額
が
、
昨
年
同
期
と

比
べ
て
１０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
て
い

る
か
、
２
年
前
も
し
く
は
３
年
前
の
同
期

と
比
べ
て
１０
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
て

い
て
、
か
つ
前
年
同
期
に
比
べ
て
５
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
減
少
し
て
い
る
方
▼
市
内
で

１
年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
▼
期
限

の
到
来
し
て
い
る
市
税
を
完
納
し
て
い
る

方限
度
額　
１
０
０
０
万
円
（
運
転
資
金
）

償
還
期
間　
１０
年
以
内
（
据
え
置
き
１
年

以
内
含
む
）

利
率　
１.２
パ
ー
セ
ン
ト
（
平
成
３０
年
４
月

現
在
）

信
用
保
証
料　
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
へ

支
払
っ
た
保
証
料
を
全
額
補
助

保
証
人　
個
人
は
不
要
、
法
人
は
保
証
協

会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

担
保　
必
要
に
応
じ
て
求
め
る

仏
事
前
に
金
融
機
関
に
相
談
の
う
え
、
５

月
１４
日
か
ら
平
成
３１
年
１
月
３１
日
ま
で
に
、

商
工
観
光
課
（
☎
焚
４
７
９
）
へ

※
予
算
枠
に
達
し
た
場
合
は
締
め
切
り

　振り込め詐欺の対処法として、
留守番電話が有効です。
　お金の話が出たらそれは詐欺で
す。
　家族や警察に相談しましょう。
物交通防犯課☎焚397

振 り 込 め 詐 欺 に 注意
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